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                        2005/5/17 インプレッションより
A. 授業内課題：なぜ原始人像が描けるのか
○考えついた理由
1.
2.
★サルに似ているから、それをちょっとヒトっぽくしたから。
サルと今の人間を足して 2 で割ってみた。
3.
今の人間とサルを結びつけて考えて、どんどんイメージをふくらませた結果。
4.
サルとかゴリラから想像して描いたと思う。
5.
6.
絵の上手な人が、サルを少しかっこよく描いて、それがたまたま広まって、今に至るのだと思う。
原始人は、マンモスとか獣を食べていたから、そういう動物たちの革を有効活用したんじゃないかと、
学者達が考えたからだと思います。
7.
★想像の世界!!!
8.
9.
想像でしかないような気がする……
いろいろなことで想像した。とりあえず、毛はボーボーでしょ？
恐竜の皮膚の色と同じで、骨・道具（→生活様式）からの想像。
れっぽいんじゃない？
みたいな。あと槍とか持ってたらそ
みたいに。
10.
★私たちは幼いころにテレビで見て、原始人はこうゆうものなんだとうえつけられたと思った。／実は
11.
原始人がいた時代にいた人から、代々絵が受け継がれてきた。
体のつくり（顔の形）とかは、もとはサルであったと考えられていることから描けるし、服などは現在
アフリカやヤノマモ族のような人をモデルにした。
12.
今存在する人の中で古い？生活をしている人たちに似てると想定した??
13.
14.
ジャングルなどで暮らしている人々を参考にしている。
★★今の自分たちより「原始的」であり「野蛮」という固定観念があるから。
15.
「原始人が未開の地に今住んでいる人々に似ている」と考えだした人がおそらくいて、それをきっかけ
に我々の持っているイメージが徐々にでき上がったのではないかと思いました。動物の皮でつくったパ
ンツとか、長い槍とか、喜びは体で表してそう、なんていうイメージは、ウルルンでみるアフリカやジ
ャングルの奥で暮らしている人とぴったり合うような気がしてなりません。
○正解をめぐって
16.
★ヤノマモをモデルにしているのかっ!!!
衝撃的だっっ。今まで化石とか、科学的に考えて……みたい
な感じだと思ってた。恐竜の色は勝手に決めているって初めて聞いたとき並みの衝撃でした……。（→
モデルはヤノマモとは限りませんが、そういった「未開民族」です。今日、改めて図式を説明します。
）
17.
答えを聞いて、あぁなるほど、と思った。単純だけど、わかった。
18.
原始人のモデルが現代に生きている人々だというのは、とても不思議に思えます。モデルにされた人々
19.
はどう感じたのだろう？ と少し考えてしまいました。
ヤノマモやアスマットを見て原始人みたいと思うが、彼らをもとに原始人が表わされているから当たり
前なんだ。
20.
★原始人のモデルが、ヤノマモやアスマットの人々だということに驚いた。ということは、ヤノマモな
どの人々は原始人に近いということ……？
す。）
（→ではない、ということがもっとも大事なポイントで
B. 進化について
1.
★★進化の説明は、何となくわかったと思う。短い時間の中で起きる変化を何でも「進化」といったら、
わけわからなくなるし、本当の進化ではない。生きていく上で必要だと思うことから、それに対応して
歩けるようになったりしゃべれるようになったりするって、やっぱりすごいし、無限の可能性を感じた。
これから、今存在している人間・生物もそのように変化していくことがあると思うと、すごくおもしろ
2.
いと思った。
私は、縄紋時代や石器時代から現在に至るまでも進化と呼べると思っていました。それくらいの変化で
進化だと思っていたので、実際の「進化」と呼ぶものがどんなものかを知って驚きました。何百万年・
何千万年もかけた変化じゃないと進化と呼べないのですね！
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3.
ひとは、江戸時代→現在は「進化」しているとは言わないと聞いたが、顔つきは間違いなくかわってい
ると思う。骨格は変わっていないと思うが。平安時代までは
こんな人がいっぱいな漢字だけ
ど、今は二重で鼻も高い人が多いと思う。これからどうなっていくのか、不老不死になってみてみたい
気もする。
4.
縄紋時代から現代の人までの間にも絶対進化していると思ったのに、進化とはもっと大きい単位での考
えであったことにびっくりしました。かなり前にテレビ番組で、何百年後かの人間の顔の想像図を見た
ことがあります。それによると人間はどんどんあごが小さくなり、脳が更に大きくなって頭がでかくな
るらしいです。宇宙人みたいでした。本当にこんな顔になってしまうのかはわからないけど、これも進
化ではないのでしょう。
5.
進化といっても、何百万年、何千万年かけたものでないと進化とは言えないと、今日初めて知った。こ
こからはサル、ここからはヒトときっちりわけて考えようとしていたが、はっきりした境目はないと聞
き、いつから大人になるのかというたとえ話で、確かにいつから大人になるのかときかれても答えられ
ないし、わからないなと思った。言語能力について、あごを噛んだまましゃべると何を言っているのか
わからないとあったが、いっこく堂のような腹話術はどうなのだろう？
でこが広い人ほど言語能力は
高いのだろうか？（→中村註：てことは、ないということになっています。） 赤ちゃんがあーとかう
ーとかしか言えないのは、のどの骨がしっかりしていないから？（→中村註：もあるし、舌やあご・の
どを自分の意のままにあやつって声を出す（調音といいます）の能力がまだ未発達だからです。
）
未
だに争いとか殺人とか戦争があるのは、ホモ・サピエンスの獰猛性を受け継いでいるからなのか？（→
6.
中村註：受け継いでいるというか、私たち自身がホモ・サピエンスですが、たぶんそのためです。）
近年では、サルに「言語」を教える文化（→中村註：文化、は変ですね、実験、だと思います）が盛ん
だという。私も前にテレビで漢字のようなパネルを組み合わせて言葉をつくるサルを見たことがある。
このサルは人間とは言えないのだろうか。人間らしさの源泉を知性とするならば、どうしてこのような
知性を持った存在を「人間」という風に扱うことがないのだろうか。考えれば考えるほど疑問に思った。
（→言語のようなものを創り出すチンパンジーの話は、たぶん日本で飼っている「アイちゃん」のこと
ですね。いくつかビデオがあるので、そのうち見せるかもしれません。おもしろいです。）
7.
脳が大きくなったから言語能力が上がった。脳が活発に働くような、考えさせられるような事件があっ
て、みんなの脳が大きくなったんだと思う。私の推測。あと、いつも堅いものを食べてるからかな？ だ
って、たくさん噛むと脳にいいって言うし。（→★進化の筋道だけから言えば、ヒトは、柔らかいもの
を食べるようになったから脳が大きくなりました。先週時間がなくて飛ばしてしまった話ですが、今週
話します。）
8.
言語について、ちょっと疑問に思ったのは、インコが話すと言うこと。これは言語を持つとは違うけど、
骨のしくみは私たちと同じなのかな？ （→しくみは全然違いますね。実は、インコが人まねをしてい
るように、わたしたちの耳が拡大解釈しているだけにも思います。）
9.
話せなくても生き残っている動物はたくさんいるけど（というか人間以外全部だけど）、人間だけ話せ
るなんてものすごいと思いました。言葉を使うようになって、皆で話し合ったり考えたり社会や文化を
つくるようになって、自分たち以前のヒトについてまで考えているなんて、人間はものすごい生き物だ
とは思うけれど、そういう部分が発達してきたのは、ヒトは動物としてはとても弱い存在だから、とい
うことかなぁと思いました。
10.
★人間の進化についての話で、先生は、長い年月をかければ今の人間もまだ進化の可能性があると言っ
ていたけど、私には今がもう完成形な気がして（私が今生きてるからそう思うだけなのかもしれないけ
ど）、これ以上どう進化していくのかまったく想像つかなかった。
（→進化の想像図は、いくつかイラス
トレーションになって出てますね。ネットで検索かけても見つかりますから、探してみてください。）
11.
イブ仮説の話ですが、イブってアフリカ人だったということにおどろきました。ずっと白人かと思って
いました。
（→「イブ仮説」のイブは、
「旧約聖書のアダムとイブ」のイブとは、別人の話ですよ。後者
を下敷きにして「イブ仮説」と名づけられていますが。
）
12.
★★文化人類学の授業でヒトの起源について考えていき、ヤノマモのような民族はそれまで「遅れてい
る」イメージだったのが、ヒトの持ってる能力を極限まで出した、ヒトの進化の最終形態であると知り、
ヤノマモの見方は変わった。
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13.
★進化の話を聞いて、中学生のとき、理科の授業で映画「猿の惑星」を全シリーズみた
のを思いだした。最初は人間のように言葉を話し生活するサルをみてみんなで爆笑した
けれど、私は当時その映画を見て、少し怖いな…と感じた気がする。自分勝手な人間の
生活を実感させられる内容の映画で、とてもおもしろいし、奥が深い映画だと思ってい
たけれど、今日の授業で「文化」と「進化」の話を聞いて、あの映画には「文化」と「進
化」の両方がからんでいるのかなと思った。もちろん、映画のストーリーは作り話だか
ら、化石人類学の点から矛盾だらけのお話なのだろうけど、サルと人間の立場がまった
く逆になると言うのは、やっぱり 0％って決まっているんですかね。仮にも「サル→人
間」と進化したのと同じように、
「人間→サル」という変化が長い年月をかけて起こった
ら、それは「進化」と呼ぶのですか？ 「退化」と呼ぶのですか？
14.
人間が繁栄している現在、もし猫や犬が人間の影響を受けて二足歩行や言語獲得
（複雑なもの）をはじめたりとかしたら……と考えると、人間が（人間への進化
が）理想なのだという、人間の視点のみで考えたおかしな理論だと思った。
C. 人種について
1.
人種は肌の色で決めるのではないと初めて知った！
モンゴロイドはアジアだ
けかと思ってた。
2.
人種の近縁関係で、イラン人・インド人とイギリス人の関係が以外と近いことに少し驚き、というかシ
3.
ョックかも。これも……差別的……？
人種の近縁関係で、インド人は白人ということは知っていたけど、その区別のしかたをもっと教えてほ
しかった。白人と黒人より、モンゴロイドと黒人の方が遠いのは驚いた。今までは、白人と黒人の中間
に我々黄色人種がいると思ってましたから。
（→中村註：授業で見せた図は、
「23 種類の遺伝子情報（＝
DNA の排列パターン）を元に、近似性を計算して出てきているものです。計算のしかたは、わたしは
専門ではないのでよく知りませんが……。で、ネグロイド→コーカソイド→モンゴロイドの各集団とい
う連鎖が描けることからも、アフリカを起源に 20 万年ほど前にホモ・サピエンスは移動・拡散をはじ
めた、という仮説が補強される、ということになっています。）／今更なんですけど、人種は…？
文
明は…？ 文化は…？ その区別を教えてもらえるとありがたいです。（→今回の授業でなんとなく一
段落して、次回からまた新たに考えはじめるコースに入ります。そこで人種・民族・文明・文化の定義
といった話も最初にしますので、それは来週、ということになりますね。）
D. モンゴロイドの拡散
1.
モンゴロイドが「寒冷適応」と「海洋進出」をしたことにより人間があらゆる地域に進出できたことを
考えると、適応するための知識が備わっていてすごく尊敬した。今、私が一人で寒冷地域や海洋に放り
2.
出されても、おそらく対応する手段が浮かばないだろう。
★昔のホモ・サピエンスやモンゴロイドなど、今の私たちから見れば劣っている点が多いように思える
が、寒冷適応や海洋進出など、彼らでなければできなかったであろうと考えると、優劣の意識を持つ方
がおかしいのだなと思った。私たちは確かに進化の上に成長しているのかもしれないが、それは進化と
3.
いう過去を積み上げてくれた人々がいるからのことなんだ。
★日本人もモンゴロイドですよね?! ってことは、いろんな経験をしたけっこう頭のいい人が日本人っ
て考えていいんですか？ （→別にそういうことではないです。過去のモンゴロイドの業績と、今の日
本人を結びつける必然性はない。譬えとしては、「お父さんもおじいちゃんも東大だったから、この子
もきっと頭がいいわあ」というのと同じくらい確か・不確かです。ただ、自分たちもモンゴロイドです
から、よりシンパシーを感じるということはあると思うし、そのシンパシーは、大事だと思います。も
う少しだけ広がれば、全人類に対するシンパシーへ拡がるから。）
4.
★シベリアまで渡っていった人たちはすごいと思いました。でもそっちに行かなきゃいけないほど切羽
詰まってたのですか？ 何があるかもわからないのによく行けたなと思います。そうやってモンゴロイ
ドが広まっていったから、イヌイットやアラスカインディアンと私たちの顔が何となく似ているのかと
思いました。もしもコーカソイドが世界に広まっていたとしたら、日本人が金髪碧眼だったかも？ （→
★これも先週言い残したことなので、今日説明します。なぜそんな移動を行なったのか、また、なぜイ
ヌイットやヤノマモは私たちと顔が似ているか。）
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E. アスマット族の写真
1.
まったくちがう着眼点かもしれないが、人類（人間）が装飾物を身にまとうことが共通だとすれば、な
ぜ犬や猫・サルなどは装飾物をつけないのか。性器を出していることに人間のような恥ずかしい気持ち
はないのか。これから彼らの文化が進化(?)し、何かを身にまとうことがあるのか？
今ブームのペッ
トに服を着せることは人間の欲でしかないと思うし、ペット（犬など）の意志には反していると思う（と
言いながら猫に服を着せる私）。
2.
裸で生活をする民族の話では、私たちはそういう民族のスライドなどを見るときには、裸であることを
不審に思ったりすることはあまりしないけど、それが日本でのこととなると、私たちは何らかの不審感
や不快感を感じたり、現にそのような人は警察につかまったりします。これは私たちの認識の違いや気
の持ち方の違いからくるものなのでしょうか？ どちらも同じ行動なのに感情に変化が現れることが、
少し不思議に思いました。
（→逆に、その違いこそが「文化」の持つ規範性（社会ルールとしての文化）
です。今日のスライドを参照。）
3.
今回のインプレに載っていて先生が取り上げた裸についての D-14 の考え、すごく同感できました。い
つから「恥ずかしい」と思うようになったかって考えてみると、とても不思議なことですよね。また、
それに関してのパプア・ニューギニアの写真は、すごく衝撃的ですよねー。性器は隠さないのに、首か
ざりや腕輪などの装飾品をつけるのにはびっくりです。そもそも「服を着る」ということは単に「裸で
いることが恥ずかしいから」というものではないと思います。私たちヒトは地球上の様々なところに住
んでいて、その分多様な気候があります。その気候に対応するために服を着たりもします。また現代の
私たちで言えば、自分の個性をアピールしたり、オシャレをするために服を着たりもします。「服を着
る」ってただ何となく当たり前の習慣になっているけど、いろいろなことを考えると深いですねー。
4.
写真の中で、一人だけパンツ（ズボン？）をはいてたのはなぜですか？
その人の横にいた人もうしろ
にいた人たちも服は着ていなかったように思います。（→なぜかは、よくわかんないです。なんせとっ
た時期や場所も定かではないので。仮説としては、真ん中の彼がリーダーだから、既にヨーロッパ人と
接触などがあり、その結果そういう服装を知っていて・そういう服装を持っていて、そういう格好をし
た、などと考えられますが、断定はできません。）
F. その他質問・意見など
1.
前回 B-9、原始人の想像図は男性ベースの絵なのはちょっと気になる。女性のは見たことない、という
インプレッションを読んで、
そういえばそうかも!! と思いました。先週見たカップヌードルの CM も、
一応お母さん（女性）みたいな人がいたけど、なんかゴツゴツしているというか、かわいくなかったし
2.
……。
「原始人」と聞いてイメージが浮かぶのは、やっぱり男性ベースなのはなんでかなと思いました。
インプレの絵激うまでしたね。私は絵心がないので、すごいそればっか見ちゃいました。
3.
先週のインプレッション・ペーパーに、猫語がないことにショックを受けたと書きましたが、コミュニ
ケーションはしているということがわかり、大変嬉しくなった。他の人が書いたものを読んでいると、
たびたび感心させられる。よくここまで深く考えることができたなーとか、よくこんなにもうまくまと
めることができたなーとか、それぞれがいろいろなことを考えているのをとても嬉しく思った。現代を
生きる若者は考えることが足りない気がしている。
（→そうかな？
考えてますよ、インプレをみてい
て思うけれど。考えたことを表明することは、確かに足りないかもしれないけど。）
4.
「恥ずかしいという思いは化石にならない」という言葉にすごく胸を打たれた。当たり前といえば当た
り前だけど、名言っぽい。それを考えるといつも記憶の問題にいきつく。記憶って永遠じゃないし、次
の世代に残したいなら記録しないといけない。あと何百年か後には私が生きてたことなど誰も知らずに
地球は回ってるんだろうな。生きている意味がわからなくなってきた(^-^;)。飛躍しすぎました。
5.
まだ下ネタに持っていくのは時間的に早いと思いますが、ずっと気になっていたことなので質問します。
原始人はどうやって性交を知ったのですか？ むしろ一番最初にチョメチョメした人って何なんです
か？
なぜあんなことをっ。
（→ていうか、サルもイヌもニワトリもワニもカエルも、およそ有性動物
は性交を別に誰にも教えられなくても行ないますよね。
「本能で」というのは便利すぎる言葉ですが、
でも本能で知っていたと思います。）
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